
梅雨が明けると急に気温が上がり、毎日暑い日が続いていますね。 学校へ登校するだけでもた

くさんの汗をかいてしまいます。 「ノドが渇いたなぁ」と思った時には、すでに身体の中の脱水は始まっ

ています。 熱中症予防のために、ノドが乾く前にこまめに水分補給することを心がけましょう。



手汗が多い人は日本の人口の約５．３％！？

汗が多すぎて困っている人はいませんか？ 「手汗で回答用紙がぬれてしまって

書けない」など、大量の汗のため日常生活に支障がある状態を多汗症といいます。

厚生労働省の調査では、日本の人口の約５．３％の人が手の多汗症だそうです。

全身なのか、手なのか、足なのか…、汗をかく部位によって治療法は変わります

が、通常は塗り薬による治療から始まることが多いです。 もし、日常生活上、多汗

で困っているようなら、一度皮膚科を受診してみてくださいね。

健康診断の結果を確認しましょう

健康診断結果に異常があった人に「病院受診のおすすめ」を配布しています。

治療が必要な人は夏休みの間に病院を受診しましょう。受診後は「病院受診の

おすすめ」の下についている「受診報告書」を保健室まで提出してくださいね。


